
久留米北ロータリークラブの創立 

 

創立総会        ： 昭和 52年 10月 11日 

RI 承 認        ： 昭和 52年 11月 14日 

認証状伝達式     ： 昭和 53年 4月 9日 

ガバナー        ： 七條 達夫 

スポンサークラブ   ： 久留米 RC 

コ・スポンサークラブ ： 久留米東 RC 

特別代表        ： 喜多村 禎勇 （久留米 RC） 

補 助 者        ： 川村   好實 （  〃    ） 

  山下   三郎 （  〃    ） 

川村    謙二 （  〃    ） 

 

創立の経緯 

1）昭和 50年の夏、久留米 RCは岡野ガバナーの要請に応えて、当時の中野会長が創立 25周年を目処

に新クラブ結成の計画を理事会で協議し、翌昭和 51 年 2 月、5 名の結成準備委員を任命して、久留

米東 RC と区域限界等について協議を重ねました。 

2）昭和 51年 7月、冨安会長は田中丸ガバナーの拡大方針に沿って、新クラブ結成準備委員会を発足さ

せ、理事会協議のもと、東 RC と慎重に区域譲渡の検討を続けました。翌昭和 52年 4月、新クラブ区

域限界 についての合意を得て、4 月 5 日付で田中丸ガバナーより壇野敬一郎君が特別代表に任命

され、川村好實君と喜多村禎勇君を補助者に指名しました。冨安会長としては 6 月 15 日を目標に創

立できるよう特別代表と懸命な努力を重ねましたが、時期が熟さないまま 6 月を迎え、年度末に壇野

特別 代表は病気のためその職を辞退しました。 

3）新年度の田中会長になって、七條ガバナーは改めて特別代表に喜多村禎勇君を任命し、川村好 實

君に加えて、新たに山下三郎、川村謙二両君が補助者となり、久留米 RC田中会長、久留米東 RC 最

所会長の協力のもと、東クラブも加えた準備委員会を再編成して、具体的な活動に入りました。8月10

日に拡大調査報告を提出し、その後新クラブ会員予定者より、キーメンバー7 名（元名誉会員 本間、

草場、稲生、永島、元永渕（政）、稲益（實）、大石（康）の各会友）を選出し、度々会合を重ね、 着々と

準備を進め、遂に昭和 52 年 10 月 11 日、待望の創立総会を開催し、ここに久留米北ロータリー クラ

ブが誕生しました。 


